
農作物の品質/収穫量の安定化を目指す 農業ICT/IoT PRJ

・（公財）石川県産業創出機構
平成27年度新技術・新製品開発事業化可能性調
査事業に採択。

・（公財）いしかわ農業総合支援機構
農林水産業期間技術開発トライアル事業に採択

連携先企業団体：５

● 地方名産品のブランド化を目指す品種の栽培において，品質管理や収
穫の安定化を目的とした産学官連携を行っている。

● 環境をモニターするセンサーの開発や農作業の省力化を目指した農作
業ロボットの開発を目指している。

環境モニタリングセンサーを
設置した植物工場

環境モニタリングセンサー
による農作物品質支援

ロボットや画像処理による
高品質化・無人化

KITにて単独特許を有する
LPWA技術を活用し，田圃/
圃場のIoT管理を行う。

産学連携にて開発したわ
さび植物工業のIoTシス
テム。遠隔で生体電位に
よる診断を行う。

21

IoTシューズによる地域高齢者の健康・見守り支援PRJ

総務省平成30年度「戦略的情報通信研
究開発推進事業（SCOPE）」重点領域
型研究開発 ICT重点研究開発分野推進
型3年枠に採択

連携企業団体：３

●e-テキスタイル技術とIoTを用いたスマートシューズで活動量や歩き方
の変化を検知し、健康寿命の延伸に活かす

●地域高齢者の健康と見守りを支援するモニタリングシステムの研究開発

e-テキスタイルによるスマートシューズのプロトタイプ

白山麓キャンパスに設置した
LPWAを活用し，地域と連携
した実証試験を行う

クラウドシステムを活用し，
遠隔でも接続/操作が可能。
⇒家族の見守りが可能。

22
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実証実験・研究活動を支援するメンバーシップ

地方創生研究所イノベーションハブメンバーシップ・プログラム

白山麓キャンパス イノベーションハブでの中山間地滞在型研究活動を支援する為の
研究支援メンバーシップ・プログラムを提供

情報提供

■地方創生研究所を筆頭に，
大学で取組む最新の研究
PRJ情報

■企業や自治体による各種
セミナー情報

■社会インフラ、自然環境、
生体等のデータ利用サー
ビス

実証実験支援

■実証実験に向けた技術相談

■白山麓キャンパスを中心とし
た実証実験の実施に際する
地域や自治体との環境調整

■シーズ/ニーズ、連携企業、
共同研究、委託研究などの
マッチングサポート

施設設備利用

■実証実験での作業スペー
ス、機材設置スペース

■現場滞在型実証実験のた
めの宿泊施設

■社内・社外に向けた情報提
供、プロジェクト活動に活用
するカンファレンススペース

3D空間情報
活用

24

地方創生研究所今後の活動

地域課題発掘 研究構想 研究環境整備 実証研究 社会実装
研

究

課

題

の

具

体

的

な

社

会

実

装

イ

メ

│

ジ

か

ら
、

次

世

代

地

域

の

新

た

な

イ

メ

│

ジ

を

デ

ザ

イ

ン

す

る

研究課題に対する
バックキャスト

研究課題に対する
SDGｓ目標の設定

地

方

創

生

研

究

所

イ

ノ

ベ

│

シ

ョ

ン

ハ

ブ

開

設

平

成

三

十

年

四

月

エネルギー
マネジメント

農業支援
植物工場

AI/IOT
森林資源活用

高齢者支援
教育支援

研究課題
自治体連携

地域との関係
醸成

企業技術と課題
のマッチング

地域課題に取り組む
学内Projの推進

ハッカソンなど
の交流機会創出

学内シーズとの
マッチング検討

フォーラムなどの主体間
マッチングイベント開催

企業から事業に
対する問い合わせ

個別企業との
研究課題検討

課題に対する
主体連合体形成

助成金申請など
研究資金確保準備

IOT/AIを課題解決に結
びつけたい企業との協業

●地方の課題を大学の研究課題として取組む為に、自治体との連携、地域との関係づくり、地域課題に
関連する企業との連携、主体間での交流機会提供などの研究環境準備を進めてきた。

●地方創生研究所が立ち上がった事により、研究課題の具体化が進み、テーマに沿った横への拡がりや
個々の研究課題間での関連性が生まれ、具体的研究として助成金を獲得するものが生まれてきた。

●エネルギーマネジメントなど、社会実装目標イメージが明確になってきたものは、そこからバック
キャストで現状から目標までの研究計画を策定、研究資金獲得の方策を考える。

●連携自治体と協働し、SDGｓ目標を各研究課題にあてはめ、地域のSDGｓ目標達成へと繋げる。

主体間ネット
ワーキング拡大 73
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各主体に期待すること

自治体
県・市町村

・行政地域としての大所的方針の決定と推進
・地域振興・産業振興におけるリーダーシップの発揮

企業
・研究開発への投資、コア技術・新規事業への意欲的な取り組み
・人材育成への投資、技術者のリメディアル教育、高度技術者の育成
・地域から次世代の先進的企業を創出・支援する基盤・制度・風土

金融機関
・地域企業とのシーズ/ニーズ マッチング機会の創出
・ベンチャー、先進企業への支援、投資資金の供給

住民・地域
・社会変革への意識をどの様に持つか、現状打破の意識を持てるか

これを支援する行政・大学・企業の活動をどの様に考えるか

地域での科学技術イノベーションを創出していくうえでは、共通にイメージ出来る地域課題
を設定し、そこからバックキャストする形で各主体の役割が決まり、イノベーションを生む
ための活動を分担して担っていく事となる。

26

国に期待すること

運営支援
＊産学官連携に関する運営管理業務に対する支援

技術移転（契約関係、学内ベンチャー支援、国際間技術移転）、知的
財産管理、危機管理（利益相反、外為法、コンプライアンス）など
に対して支援が受けられる大学間共通センターの設立

研究拠点整備
＊大学内研究拠点整備の支援

大学運営資金の多くを学納金で賄っている私立大学は、教育を優先する
必要があり、研究面への資金投入が難しい中、研究施設設備整備費用
への支援をお願いしたい

人材育成
＊地域科学技術イノベーションを支える人材育成への支援

地域科学技術イノベーション人材は、研究と両輪で進められる大学教育
の中から生まれるものでもある、特定技術領域や地域科学技術発展を目
的とした教育プログラムに対する支援をお願いしたい

中小規模私立大学が地域科学技術イノベーションを進める上では、限りある経営資源を
バランスさせながら事業を進める必要がある。産学官連携事業関連人材の確保、研究環境
の整備、教育との相乗効果向上など、それぞれの大学が自校の強みを活かす事が出来る
支援プログラムの拡充をお願いしたい。
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Brookman Technology, Inc.

1

㈱ブルックマンテクノロジ
代表取締役会長/CTO
川人 祥二

報告内容
1. BT社が行っている科学技術イノベーション活動の具体的取組

2. 当該取組に関するBT社の担う役割及び他主体との連携関係
（「論点整理」の「主体に期待される役割」の具体事例）

3. 「論点整理」の各小項目に関するBT社の考えについて

4. BT社が科学技術イノベーション活動に取り組む際に感じる

(1) 障壁や課題（例：研究開発・社会実装活動やそのマネジメント、

活動の持続性、多様な主体との連携、人材の確保、等）

(2) 成功に不可欠と考える要素

5. BT社が科学技術イノベーションに取り組むに当たり、特に国

に対して期待する役割、サポート、具体的な支援等について

2
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株式会社 ブルックマンテクノロジ

カスタムセンサ開発 解像度・フレームレートをはじめ、お客様の様々なニーズにあったカスタムイメージセンサの開発・供給を実現します。

事業内容：CMOSイメージセンサの開発・販売および受託開発を行っています。

高速度・ 低雑音イメ ージセンサ

BT130A/BT033A

BT3300N
スーパーハイビジョ ンセンサ8K

超高感度・ 広Ｄレンジイメ ージセンサ

BT130C/BT200C

We are “Professionals”
for CMOS Image Sensor !

• 設立:
– 2006年2月14日 (株)ブルックマン・ラボ としてスタート
（2009年5月1日 (株)ブルックマンテクノロジ に社名変更）

• 代表取締役会長／CTO／静岡大学 教授：
– 川人 祥二（Shoji Kawahito）

• 代表取締役社長（CEO）:
– 青山 聡（Satoshi Aoyama）

• 従業員（2018年6月現在）:
– 30名

• 所在地:
– 静岡県浜松市中区大工町125

About US 4

President, CEO
Dr. Satoshi Aoyama

Chairman, CTO
Dr. Shoji Kawahito4
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設立の経緯 5

高柳 健次郎 先生が
世界で初めて
ブラウン管に「イ」の字
を表示

★

2002    2003 2004 2005 2006

WDR  CIS High Speed CIS TOF Range CIS

320 x240
Range resolution

< 5mm

512 x 512
Global Shutter

3500fps
12b ADC

640 x480
DR >150dB

30fps
12b ADC

1926

文部科学省
第 I 期 浜松地域 知的クラスター創成事業

ブルックマン誕生
80年 5

6

◎4月◎2月 ◎5月

▼8月
リーマンショック

▼3月
東日本大震災

社
会

2006 2008 2010 2012 2014 2016
2007 2009 2011 2013                    2015

BT’s History

◎3月 ◎3月◎1月

3 5  8          10          13         12         15         19          22        19          23社員数

Stage 1 Stage 2

ブ
ル
ッ
ク
マ
ン
・
ラ
ボ
設
立

社
名
変
更

ブ
ル
ッ
ク
マ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
に

代
表
取
締
役
就
任

売
上
2
億
円

累
計
売
上
10
億
円
到
達

創
立
10
周
年

売
上
5
億
円
到
達

第
三
者
割
当
増
資
（
社
員
向
け
）

第
三
者
割
当
増
資
（VC

向
け
）

本
社
移
転
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7BT Sensors

High-Speed

BT130/033A

High-Sensitivity

BT130/200C

High-Resolution

BT3300N

唯一の超高速・低ノイズ
イメージセンサ

唯一のフルスペック（33M, 
120fps)８Kイメージセンサ

唯一の超高感度１８ビット
イメージセンサ 7

2013 201420122011
Rio

8K Test Broadcasting

2016

2020

8

1st Prototype

Presented in ISSCC2012

Technology 
Transfer

&
Productization

8K スーパーハイビジョンセンサ
(33Mpix 120fps)

BT3300N

Tokyo
8K Broadcasting

NHK技研との共同開発

3rd Prototype

8
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98Kを医療に。

カイロス株式会社が
世界最小の８K内視鏡カメラを開発

当社８Kセンサ（BT3300N）を搭載

9

10

Security/Survey

Medical

Video Conference

Broadcast

8K Sensor
Application

10
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